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はじめに

本冊子は、 2005年度の日本広報学会研究会「日本における M&A広報のあり方Jの成果報

告書です。学会からの助成費を得て活動した研究会の成果を、研究会各参加者の責任にお

いて論文として無償でまとめました。日本の M&A広報に関する最新の情報、理論、展望が

記載されている唯一の冊子であると自負しており ます。なお、この研究会のテーマは「研

究会企画選定規程」に基づいて学会が募集し、研究会運営委員会での審査の結果、採択さ

れたものです。

本冊子が学会をはじめ広報分野に関与する方々のご参考となり、ご研究の一助となるこ

とを願っております。また、各論文に関する忌a陣の無いご意見を賜れば幸甚です。

研究会の概要

-テーマ 日本における M&A広報のあり方

-研究目的 M&Aが経営戦略の一環として普及しつつある現在、企業における広報のあ

り方を問う。

-主査

・参加者

・期間

・概要

上回 武 (株式会社 日本エンジェルキャピクル)

14名(巻末資料参照)

2005年 4月から 2006年 3月

M&Aの際、株主、アナリスト、官庁、有識者、従業員、マスコミなど幅広いステークホル

ダーの支持を得ることが企業にとって不可欠です。M&Aに際して関係者からの支持を得るた

めのコミュニケーションについて研究しました。本冊子では参加者 12名の論文を便宜的に

以下の 4分野に分けて編成しております。

① M&Aとコーポレートガパナンス

② M&A広報の現状

③日本における M&A広報のあり方に関する分析

④日本における M&A広報のあり方に関する提言

(主査上田武)
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